











Diffusion Characteristics of Sales by Electronic
Networks : A Model and Its Application
岡　田　広　司**
Hiroshi Okada* *
This paper examines the diffusion characteristic of electronic commerce which makes use
of the telecommunication network.
Today, technological innovation has led to rapid progress in the field of information and,
as a result, a new network has been created. This telecommunication sales is a network set
up for selling personal computer game software by using the amenities of the communication
network.
In order to give consideration to the network diffusion factor, two models have been intro-
duced. The first model is quoted as a network having the characteristics of a purely internal
or closed system, such as telecommunication sales and on the other hand, the second model
has the characterristics of a generally available external or open environment system.
Having presented the two models, analysis and vaild proof have been provided herewith
by application to the actual operation of telecommunication sales and business banking.
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お、 t-0では、 n-0、 △t-0であるため、　　が時間ととも減少することを表している。
K(t) -Oとなり初期条件を満たしている。　　　　以上より、 Software Vending Systemのよ
次に、 (8)式を時間tで微分することによ　　　うな外部性のないネットワークを考察すると
り、この曲線の接線の変化を確認してみようO　　　き、事業の立ち上がりからの各商品の売上萄
このとき　n-t/△tであるから、 (8)式は　　　の推移を求めることにより、現実に則した類
次のようになる。ただし、 Cl及びC2は定数　　似した普及曲線を得ることができる。また実
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　際の事業売上の実証データはモデルに近い曲
線を示している。
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Ⅵ　むすぴ
ネットワークの成長としての普及特性につ
いては、これまでいくつかの研究が進められ
てきた。一般的にS字カーブを措くとされて
いる場合が多い。つまり、第一次クリティカ
ルマスを経過するとその普及率は急速に増加
し、やがて第二次クリティカルマスを越える
と普及率は低減していくものである。　本稿
では、通信ネットワークを利用する二つの異
質な環境におかれたモデルを設定し、それに
従う普及曲線が実際のデータとどう整合的で
あるかという点に注目した。
将来、マルチメディアによる多くの新しい
ネットワークが創設されていくことになろう
が、外部性を持っもの、持たないもの等の普
及特性を理解しておくことが、新しいネット
ワークづくりには必要になろう。
